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h
　（答） 試みた こ とが あ る が ， 生殖系組錨の 分化を 確 め る に は 少 く と も 3 邇間培 養 す る 必eSbSあ る の で ，そ

れ ま で 生 きの び る もの が な く績果を確 め る こ と が で きな な つ た o 　　　　　　　　　　　　　　 ，

L

　　　　　　　　　　 イモ リの 尾寳期肢原基の 外 植賢蟄　天野宏 （同志輓大 ・歡蟇i》　　　　　
’

　C ．E．　Wilde （
’50）が A ηη α4ロ

勿
，2 の 尾蕾期 の 肢芽を 外植 し ， 苧

tage 　4M5 に お い て は じめ て 形 態的

に 完 全 に 分 化 した 肢を得 た と報告 し て い る 。 私1ま 1949 年 か ら
’50 年に か け て

，
stag826 の 肢板 ， 及び こ

れ を申心 ≒して 前 ， 後 ， 背 の 3 方向 の 肢板外部 の 纖 を 含む 4種類の 外植片 を Holtfreter液で培養 した結

果 ，肢 板 ＋ 背部 紐織 の 場合 ，他 の 場合 に お い て 12得 られな か つ た形態的 に 完全に分化 し た肢を生存 21 個體 、

中 5 個體 ， 未分化肢を 12 個體得た 。 更 に こ の 背部組織 （筋節の 腹部，前腎部） の み を單獨 に 培養す る と ，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 f

生存 23 個饐中分化肢 14 個饐 （Pt　6 個體は 2本肢 ｝宋分 化肢 6 個饅を 得 た 。こ の 背部組織 1ま Swett ｛
’41）

の い 5肢再 生 材料 の あ る厨で あ る し．肢板の み の 外 植で は分化 し ない 肢D：， こ の 識 を加 え る こ と に
’
＊つ て ・

生 じ ， 又 こ の 部位 の み で も肢を分化す る こ と等 よ り考 ＊，こ の 肢 原基背部組織 の 肢鼓生 に勢す る 効果が 注 目

され る D
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 し

　（問） 分化 の 標孕 と し て は 指の 出來方を と られた も の と 思 うが 卿何 。 も し そ うな ら背部組織ほ肢 の dis臧 ．
な部分 の 完放 に 必要 とい 5 こ とに な りは し ない か 。 （丘 英 通）

　（答 ） extremity と girdle と の 關係が 何時も李行蝸に い つ たの で ， 肢 の 發生 に つ い て は extrerriity だけ

を 注 目 し て い る 。 又 stage 　26 の 時 の 1恤 b　bud だ け の eXPIant で は 内部に girdle の 分化の な い 個鎧が あ

るの で背部組織は何か こ の 分化に關係ある よ 5に考え る 。

　（問） 豊節下端 の 材料が正常發生で肢原基 の 附迸 に 來 るの で，或はそれが一種 の 發生刺戟 と な る の ではな

い か 。 （山田 常堆）

　（答） 明らか に饐節り 下 端は 外樒した農に つ い て は そ の 材薪に つ か われ て い るが ， それ が 正 常の 場合に肢　　　、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

の 發生輌戟 とな つ て い るか 否 か に つ い て は更 に 買驗 を遘め て 見た い 。

　　　　　　　プ ラ ナ リア の 再生特 に Head −Frequency 、に 戲て 　手代木渉（弘前大・理 ・生 ）

　 1）tlgesia 　gonocePhala を使い 二 三 の 藥品庭理 に よ り head ・frequettcy に 就 て 觀察 し た 。
15 切 りの 時 は 中

央部 に biaxial　head　 hr多 く ， 1．5　％ ，
　 LiCl で 短時聞と 0．01

，
0．005 ％ で 48 時間處理 は 再生 を抑制 し ．

4

切 りの 長い 切片に もか N わ らS’　biaxial　head 。 r　・eve ・sal 　 head　Yt：Wt尾ms生 じた 。 長 L・ee片 に 此等 の 生 じ
s

た 事 は注目に 贋す る 。 又其等は 申央部に 多い 。 1911 年 に Child は head・frequency を metabolic 　gradient

で 謖明 して い る が 既 の 解釋 に 從えば LiCl の 爲の 爾頭は 前端 が 特 に麹制 を受け て 兩端 に 差が な くな つ た爲で

あ り・P・ 1・・i・y の 轉擲 揃 聯 ・更 に 彊 く癇 され 皿 … b・ li・ gr ・di・・t の 轍 とS え られ る が然し之等の峰
件に よ つ て 起 る原因は 既れ で は 明で な い

。NaSCN ほ 再生 を促邏 し ， 再生度 の 高 い 部位 は特に促進 は し な い 。

此等 礪 事 は ウニ の 卵 で LiCl と NaSCN ‘ま全 く拮抗的作用が ある と云 われ て い る苺 と關聯性が あ るよ 5に

考 え て い る e15 ％ ，　 MgClt は 再 生 を 抑制 し．1923 年 の P．　 Petkoffと MethOdipOPoff の 促進す る とiik　5
報 告 を 私は 否定ず る 感の で あ る 。

　（問） A と C の 部分 の 破片 を B や D に 移植す る實驗を や る と 輿 味あ る結果 が 出 るの で は ない か 。 （梅谷

與七 郎》

　（答 ） B と D に 窓をあけ て ，A と C を移植すれば 興味あ る結果 が 出 るの で は ない か と 思 う。 尚 H ．　 V ．

Bronsted が現在1や りつ s ある o

　｛問 ）　（1） 實 驗 を 行 つ た 時 期 は い つ か ，　 （2）使用した瓸 は 何 か 。 （御船茂久 ）

　（答 ）

」
（1）9 月 30 日〜10 月 21 日 （LiCl の 場合），　 （2）Dttgesia　gonocephaJa

　 （問） プ ラ ナ リヤ は 有性個體 と無性個饐 とを別 々 に馬い た か 。 （八 廉寛二 ）

　 （答 ） 仙台附近の D ．　gonOcophala で は 全 く無性生殖 の み で 有性生殖は見 られ な か つ た e

　（問） （1）頭部 切飭 だけ の もの で も LiCl に よ る極性の 逆韓を見 て い るが ，
　Child の 勾配説 か ら これ を解
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織出來るか ，　（2） LiCl 作用時 の 極性轉換の 爲 め最適濃度は 如何 。 （川上 泉）

　（答） ｛1）今後結果を詳細 に檢討して 見た い 。　 （2） 18・ ・v229C ．

　　　　　　　　渦虫 の 背側紹 緤 及 び腹 衂組織の 移檀に つ い セ　木戸 哲二 （金澤大 ・理 ・
生）

　渦虫の 稗經索が 薪咽頭の 誘導及び level  異 る饐蝕階級間 に 生ずる新紐織形成 に 及 ぼ ナ効果 を驗ぺ た 。

方法 ： 耳 の leve！ よ り以 下 2mm の 細片を切斷 し神經索 を含ま ない 背側組織片 （D ）と騨經索を含む腹側組
織片 くV ） と に分離 した後 ・ 兩組織片 を 他虫 の 咽 頭後部區域の 背 mgへ 夫 k 別 に 移植 し た。結果 ・ D の 場合 ，

癒漕後 移瓸片ほ 隆起す るが 宿主 と の 癒着面 に 新組織の 形成を見 ない 。 且 つ その 中の 少數例の もの は 新咽頭を

誘 導した ・v の 場 a ・ 移植片は D の 場合 よ り離 ⇒墸 し ぐ宿主 と の 麟 面 に縱 躑 ご形咸 され ， 殆ん どStg
に 於 噺 咽 恥 霧 を見 た ・ こ れ に よ つ て ・（・） rere片 の 隆起itsmenent に歯る外に縄 版 ぴ宿主懺

1

の 伸長 に も起因す る 。 （2）新囓 頭誘導に は 必ず し も紳纏索 の 作用を必 要 と し ない a （3） levelrを異 にす る賄
者聞 に 生ず る 新組織 は 移 横片申 の 紳趣索の 存在 に よ つ て 形成される 。

　　　　　　　　　雌雄醍偶 子 の 放射繊感 受牲 の 相異に つ い て　村地孝L （立教大 ・理）

蚕 1；藤 ・て の み遞 ぺ る ・ MWM 卵色系の ♂夊 は ♀の 蛹期 ，完 eeetsne色期 に 80・KVP ，
・5・mA ，・n 。−fiL　8．5 。m

で 6… ！m ・・ で ・一・・ 分 X 讎 嬲 して 後 ， 赤 色縣 ・，
1
・e と の 間に 卵を ？，51 そめ艶 卵餬 艶 ♂照

射♀ va「effで 贓 す る と ・・ れ ほ前者 の 場合 の 方 が ． ほ るか に 多い 必 ち，漿灘 艶 前に死亡す る もの が ，

♀照射の 方が 多い
・ 次 に me色卵 申の 變異卵触 蜆 る と ， ♀嗣 の もの ltthど ・・ で ある の に ，♂殤 合 lt

・殆 ど 「e　 lt＋ と の モ ザ イ クで あつ た ・ ・ の こ とは 鯑 購 麟 肪 で こ の eee異なる場合 が ある こ とを示 し，
且 つ モ ザ イ ク 發生願 が x 黼 船 加 5の 精子 に よつ て もち こ まれた ・ と を明｝・す る ． しか し蚕 で は ， 奩下

後 に 孵 の 蝋 膿 続 了 す るか ら・・ ザ イ ・ を儲 原邸 ・那 子 に はさ線に よ つ て 飆 さ法 か つ た 旙

うこ と ‘咄 來 な い し ・S 照射か ら の m 子 に よつ て ， こ れ ⇒s正 常に行わ れ な tS つ たの だ と ゆ 臓 鶤 な りた つ

わ け で あ る。

　　　　　　　　　　蛙 の 謙 器 蒋 に 眼 球 に お け る pat 分 布 の 鰹 遒
’
　　　　　　　 本城市 次郎 ・原 　富之 （阪大 ・理 生）小野喜三 郎・世古 口 堆三 （京大 ・理 動）

　從來の 光感覺に 關係す る代謝の 研究 に，韓入 さ れ た 20mc の 同位元 素 P3三
を 用 い た 。 冷血動物に P3こ

を

適用 した 隙 殆 どr・
’
〈・ ’ 生理餔 に λ る青倉に齢 の 鑽 的現象を蹴 し た 。 灘 原液を pH ．7 の リ ソ ゲ ル ．

注射灘 して 蛙 の 鰭 内 に注射 して ・ reた結果 の 内最も主 な もの 厭 の 如 くで あ る ． （・）注射後 ・ H で 蛙 の

臘 球 ・ 駄 る P32 畑 纛 前後 調 膜 に は蘓 位 で あ・ 調 卿 隲 舫 ・纈 購 よ りよ く入 。 。

（2）注雑 眼球 に 於％ P3懐 度‘よ黼 と 共 に 上 昇す る樋 め て 徐々 で ・ H 以 上 の 後 醐 上 昇傾 向を示す 。

血 騰 に於 て は高等嫐 一般 と よ く似た uaruを 示す ・ （3） 古 くか ら臑 で ある照購 に お け る網膜の 灘 生

成は ， 先ず間邃い である事 が 確か に な つ た 。

　周以上 の 測窟計器及技術特に測定資料 の 作 り方 ， 計皺 法 ，補正 法 に つ い て 遞ぺ た 。

憫 ） 計ら れた ・ 。unt ・t：・1 分 闘 ・ どれ位 で した か・夊 一 … の dead・・im ・ を 考 え られ ま した か ． （樋
・

孝一
》　　　 ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　

’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

（答 ） c ° unting は
一

分間 ’・°°°〜3脚 位 に な る様に ：IR した ・ ．・・ unt ・・ の
．
・d・・d・・irn・ 1調 す る補正 は

注 射液や ウ 7 ニ ゥ ム 盤な どの standard を用い 計罸 の 檢定 を行つ て お る 。 〈原 ）　　　　　　　　　　　　 ’

L

　　　　　　　　　　蛙 の 眠 に お け る 吝 種 含 孅 フ ラ ク シ ョ ン に っ い て

　　 聾，　　 世 古 口 唯 三 （京大 ・理 動 ）原　富 之 ・本 城 市 架郎 （阪大 ・理 生 ）小野喜 三 郎（京大 ・理 動）

囎 禰 に 粥 鰈 鹽 や そ の x ・．テ ル の 動 き瞳 勲 躑 を灘 て い る と思 5 ． ．私勘 P・・
を 用い た嫩

代 謝に 臨す る實驗の 中 で ，化學操作 に つ い て 遞ぺ る。　　　　　　　　　　
圏

丶
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